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人が出る前に見つけて処置が出来てよかった。 祝詞、奏上、玉串奉奠、撤饌」の順に執り行われた。昨年同
様来賓は招かず総代以上の役員３１名が参列し、直会も会食

ホテル紅葉館で板垣さんの叙勲祝賀会 を伴わない形式で行った。
板垣幸壽さんの瑞宝単光章受章祝賀会は、祝賀会発起人会

（代表熊谷秀夫さん、発起人熊谷恭一さん、菅原浩孝さん、細 晴天の下で黒森山大権現例大祭
川敏郎さん、菅原昭悦さん、板垣光善さん、板垣純さん、菅原 黒森山大権現例大祭は、９月１６日に黒森神社で行われ
得之さん）主催で９月８日にホテル紅葉館で１０４名が出席し た。午前中に２１名が参加して参道と境内周辺の草刈り、社
て盛大に開かれた。 殿の清掃が行われ、午後の祭事は３７名の氏子らが出席し熊
会場には、参会者の拍手に迎えられた板垣幸壽・禮子さん夫 谷俊彦さんの司会で行われた。大瀬川神楽保存会の畠山絹雄

妻が主賓席に着席した。開会に続いて、熊谷秀夫さんから発起 さんの笛、熊谷和典さんの太鼓、熊谷美奈子さんの鉦に合わ
人代表挨拶の後、板垣幸壽さんの団歴紹介が行われた。それに せ、直町清均宮司の都合により、紫波町赤沢の白山神社遠山
よると、板垣さんは昭和４４年に石鳥谷町消防団第２分団第⒈ 宮司が代わって祭司を務めた。修祓、祭主一拝、献饌、祝詞
部に入団し、昭和６１年には同班長、平成元年には同部長、平 奏上と進み、玉串奉奠では別当の畠山勝栄さん、山祇神社総
成５年に石鳥谷町消防団本部部長、平成７年に同副分団長、平 代長の菅原淳夫さん、大瀬川活性化会議会長の熊谷秀夫さ

大瀬川中央長寿会が恒例の奉仕活動 成９年に同分団長を担い平成１７年に石鳥谷町消防団を退団し ん、氏子を代表して第８区行政区長の菅原昭悦さんの順で捧
大瀬川中央長寿会（菅原得之会長）は、例年敬老祭の前に ている。 げられた。５年ぶりの直会では別当の畠山勝栄さんから謝辞

行っている大瀬川振興センター周りの環境整備を、９月４日 その間の表彰歴は、平成４年に石鳥谷町町功労章、平成８年 があり、来賓の大瀬川活性化会議会長の熊谷秀夫さんから
に１２名が参加して行った。今回は生け垣の背が高くなった に岩手県消防協会長功績章、平成１０年に岩手県消防協会長功 「敬老祭には皆さんから協力を頂きましてありがとうござい
ので電動バリカンや萱ハサミを使用して１時間ほどで綺麗に 労賞、平成１１年に岩手県知事功績章、平成１２年に日本消防 ました。今年のお祭りは、何れの祭りも晴天に恵まれ、雨祭
なった。また女性の方々は出入口の草取りをした。 協会長精積章、同年に日本消防協会長勤続章を受章している。 りと言われた花巻祭りも晴天でした」と祝辞があった。久々
菅原会長はこの作業について「全国老人クラブ連合会では また、職歴では昭和６１年に石鳥谷町農業協同組合作業受託 に人々の集う様子に権現様も喜んだのではないだろうか。

９月１０日を「奉仕の日」に指定しており、その為に例年こ 者協議会長、平成４年に石鳥谷町農業協同組合理事、平成１０
の日の前後に環境整備をしている」と終了の挨拶で語った。 年に花巻農業協同組合理事、平成１６年に山王海土地改良区総 石鳥谷祭り手踊りパレードの練習会を開催
この日も暑く、汗をかきながらの作業となり、例年なら銀 代、平成１８年に山王海土地改良区理事、平成２２年に花巻農 石鳥谷祭りパレードの手踊り練習会が８月２９日に大瀬川

杏の木付近も剪定していたが、今回は参加人数が少なく大瀬 業協同組合石鳥谷町地区農作業受託者協議会長、平成２７年に 振興センターで開かれた。今年はJA女性部の当番で、辻村信
川振興センターの入り口付近だけの整備となった。 花巻農業協同組合花巻地域野菜生産部会石鳥谷支部長などが紹 江さん（野子家）の呼びかけで６名が練習に参加した。踊り

介された。 の指導は菅原房子さん（札立場）と板垣福子さん（北畑家）
安協がガードレールの清掃奉仕 団歴と職歴紹介の後の来賓祝辞は上田東一花巻市長、佐々木 が行い「うかれ音頭」と「新いしどりや音頭」を練習した。

交通安全協会大瀬川分会（板垣吉彦会長）では、９月８日 順一県議会議員、藤原伸花巻市議会議長からそれぞれお祝いの ９月１０日の祭り当日は、板垣淑子さん（谷地）、板垣江
に安協役員と母の会の２０名がガードレールの清掃を行っ 言葉を述べた。祝電披露は、達増拓也岩手県知事、上田東一花 利子さん（松木田）、菅原文子さん（茶畑カマド）の３人が
た。この事業は、山祇神社例大祭で神輿渡御が行われる前に 巻市長、藤原伸花巻市議会議長など１９名分が紹介された パレードに参加し踊りに華を添えた。
渡御ルートのガードレールを主に清掃している。当日は、バ 続いて壇上では、板垣ご夫妻に大きな花束が贈られた。板垣
ケツとブラシを持って大瀬川振興センター駐車場に９時に集 さんは謝辞で「たくさんの皆様から、このような祝賀会を開い 換地に関する意向調査が行われる
合し、３班に分かれて作業を行った。最近は近くの用水路の ていただき、光栄に存じでおります」と述べられた。４人の名 大瀬川基盤整備推進委員会（菅原教雄委員長）主催の「換
水が少ないため、各班ではトラックに水タンクと洗浄機を準 士によって鏡開きが行われた後に、板垣弘清さんの発声で乾杯 地に関する意向調査」説明会が、９月１７日７区自治公民
備して能率を上げて行った。 がなされ祝宴となった。 館、1８日大瀬川振興センター、１９日９区自治公民館で延べ
ガードレールは綺麗に見えても泥のほかに虫の死骸なども 板垣幸壽さん・禮子さん、おめでとうございました。 １０２名の地権者・耕作者が参加して行われた。この調査

あり、ブラシで擦ると結構汚れていた。清掃でガードレール は、ほ場整備工事後の土地配分「換地」を進めるための基本
に白さが戻り１１時半頃には終了した。 山祇神社例大祭 晴天に恵まれ神輿渡御 方針「換地設計基準」の作成を目的としている。

まだ暑さが残る晴天の９月１２日に大瀬川の村社である山祇 説明会では、山王海土地改良区から今後のスケジュール
木の中に蜂の巣発見 神社では神幸祭が行われた。神輿にご神体を移した後、安協大 を、岩手県土地改良事業団体連合会から意向調査内容の説明

９月８日に山祇神社では例大祭に向け、７区氏子崇敬者に 瀬川分会から５台の車両と運転者をお願いし、先頭と後尾には がされた。今後のスケジュールでは、工事開始前に換地委員
境内、社務所、駐車場の清掃作業をお願いした。その際、境 １３分団の消防車が交通整理を行いながら、山祇神社から天満 会を設置して「換地設計基準」や「換地計画」の案を作成し
内にある紅葉の根元の洞（うろ）に蜂の巣を発見し、蜂スプ 宮までを神輿渡御した。天満宮で祝詞を奉天後、昼食と休憩を 地権者・耕作者に説明して、全員の同意を得てから工事が開
レーを散布したが駆除できなかった。例大祭に怪我人が出て とり、午後から再び山祇神社まで神輿渡御を行い、氏子各家々 始される。意向調査は、説明会当日に提出した方もあるが、
は大変と、７区で蜂駆除をしている菅原晃浩さん（久保）に が迎え出るなか地域を巡った。 検討を要する方や説明会に参加できなかった方は推進委員が
急遽お願いした。菅原さんは蜂駆除用の服を着て洞の周りを 午後３時からは山祇神社で例大祭事が行われ、花巻神社より 配布回収することになっている。また、大瀬川以外の方には
網で囲って蜂が出入り出来ないよう処置した。まずは、怪我 献幣使が出席するなか直町宮司による「修祓祭主一拝、献饌、 郵送での回収を行うこととしている。
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碑や賢治三月詩碑の建立などに尽力され、その功績は顕著であ は参加者全員が輪になって大瀬川音頭を踊り閉会となった。
ります」と紹介された。 会場に高速道路の葛丸川橋の塗装工事をしているリバーラ
贈呈されたのは賞状と、他に副賞として「どんぐりと山猫」 ンズエンジニアリング（株）の二人の若い人が居たので話し

から模した鉄器の「山猫」、一合の半分５勺の升に山盛りの金 を聞いたところ、毎日ブルリの脇を通勤しており、どのよう
箔のどんぐりの実も添えられていた。 な施設か気になっていたので寄ってみたとのこと。工事期間
板垣さんの受賞講演は「賢治顕彰のきっかけ」で、吉見正信 は１０月中だが社会貢献の一環として施設に何か寄贈したい

さんとの出会いから野宿地の検証、賢治歌碑や詩碑の建立な と話していた。
ど、初めて聞く内容が多かった。

訃 報
間もなく木ノ宮橋の補修工事 清五郎竈家の菅原利直さんは、９月５日に８６歳で亡くな

国土強靱化事業の一環として、間もなく木ノ宮橋の補修工事が られました。石沢斎場で一緒になった菅原静江さんは「利直
始まる。工事名は「木ノ宮橋橋梁補修工事」で施行業者は株式 さんも亡くなってしまったね。あの方は、誰にでも優しく声
会社大久保建設（花巻市東和町）で現場監督は菅原崇将（太郎 を掛けてくれて、どなたにも人当たりの良い方でしたよ。利
竈家）さん。工事費は４５６０万円で耐震機能を強化する工事 直さんの怒った姿は見たことも無かったですよ」と話され、

小屋場の西側に熊が出没 という。工期は令和７年３月１７日まで、地震対策として橋脚 さらに「とても奥さんに優しく、夫婦の見本でした」。
１０月１日の朝７時４０分ごろに熊谷大嗣さん（木ノ宮 や橋桁の免震工事や舗装、塗装などを行うもの。一方この工事 菅原さんは、１６歳で青森県上北郡百石町にある「二北酒

家）がブルリの杜の北側の農道を熊が北に向かって歩いて行 とは別に、現在行われている市道久保線に架かる東北自動車道 造店」に５年間、その後に２１歳の時に同じ上北郡のおいら
くのを発見。丁度、登校時間の安全指導の為に交差点にいた 葛丸川橋梁も、この国土強靱化事業として行われており、下請 せ町にある桃川酒造（株）に勤務しました。青森県に家族で
菅原房子さんに話した。房子さんは、直ぐに石鳥谷交番へ電 け事業者として細川敏郎さんが勤務する照井塗装株式会社が工 住んでいましたが、菅原さんの兄さんが亡くなったのに伴な
話したが時間外だった為、本署に転送され、住所を聞かれた 事を行っている。 って農家を継ぐために家族で大瀬川の実家に帰郷しました。
りしているうちに熊は上堰を超え、熊谷和紀さんの南側の斜 今年の元旦に発生した能登半島大地震の被害を見るにつけ、 その頃の菅原さんは、小鳥の鳴き声をこよなく愛し、「鳥
面をジャンプする様に軽々と登り見えなくなった。房子さん 国は現在強靱化計画を前倒しで進めているというのがこのこと かご」ではなく、小鳥専用の「鳥小屋」を建ててヤマガラや
は、急ぎ熊谷和紀さん宅に電話して「熊が庭の方に行ったの だったのかと新たに知った。生活に密接な関係があるこのよう シジュウカラの放し飼いをしていました。他には、野球も得
で気を付ける様に」と連絡した。間もなく支所の広報車も来 な公共施設の強靱化はありがたいものである。 意で定年まで勤めた花巻生コンでは、チームのリーダーとし
て付近を２回広報して廻った。目撃場所から斜面までは２０ て活躍していました。
０mほどあり、見た目の大きさから熊は成獣と見られるが、 ハロウィンをイメージした第６回ブルリ祭 菅原さんの多彩な趣味の中でもカラオケは有名で「大瀬川
その後の行方は不明のままである。 １０月５日に「生活介護施設・ブルリ祭」はブルリの杜の利 カラオケクラブ」では熊谷安久さんや板垣馬太郎さん、菅原

用者と保護者、スタッフなど７０名ほどが参加して開催され 敏子さん辻村誠一さん達と、大瀬川小学校講堂で行った「カ
８区自治公民館が花壇の草取り た。受付ではハロウィンをイメージしたカラフルなプログラム ラオケ大会」でも入賞しています。大瀬川高齢者クラブ副会

第８区自治公民館（熊谷秀夫館長）では、９月１６日に と食券を渡された。はじめのことばの次に、オープニングファ 長など多くの役職でも地区に貢献されました菅原さんに謹ん
役員６名で８区花壇の２回目の草取りを行った。この花壇 ションショーが行われ、利用者が保護者やスタッフの方々が手 でご冥福をお祈り申し上げます。
は、市道大瀬川線のすぐ北側、大瀬川運動公園入り口にある 直しした衣装で登場。中にはハロウィンを意識した仮装や宮沢
もので、草が目立ってきたので草取り作業をしたもの。 賢治を模した衣装もあった。 編集室こぼれ話
公民館では昨年運動公園プールの解体で花壇の植栽は休ん 施設長の熊谷和彦さんが「今回で６回目になり、コロナ禍で ７区のある家で大きなスズメバチの巣を見つけたため、市

でおり２年ぶりに花植えをしたが、花植え前に耕運機で耕起 も休まずに続け、保護者の方々には色んな形でお世話になって 役所に連絡したところ「蜂駆除の助成枠は、いっぱいになっ
した際、土の中から多くの石が出てきたり、半月後の大風で おります。今日は我が子の施設での活動や、作業で制作した物 た」とのこと。それではと、直接蜂駆除業者に連絡したとこ
マルチが剥がされるなど、苦労が多かった。 を見て頂きたいと思います。また今年度から制度の変更があ ろ「今、駆除依頼が混んで１０日先まで行けない」と言われ
大瀬川には７区自治公民館の７区花壇、９区自治公民館の り、利用時間の延長ができるようになりました。今日は大いに てしまった。そこでなんとか駆除しなければと思い、インタ

９区花壇、それに８区花壇と３ヶ所に花が咲いている。 楽しんでください」と挨拶した。 ーネットで検索したところ、巣の近くにスズメバチに効く駆
続いて出し物に移り、第１部では利用者全員がハロウィン仮 除剤を吊し、蜂が巣に運んで巣ごと蜂を死滅させる製品を発

板垣さんのイーハトーブ功労賞贈呈式 装で踊りや歌を歌ったり、「雨にも負けず」を最後まで朗読し 見。早速ホームセンターに行ったら同じものがあったので購
７月３１日に受賞が発表されていた板垣寛さんの、第９回 た。第２部では、入所者のキーボード演奏や子の歌に親が手話 入し、暗くなって蜂が巣に戻るのを待ってから吊したとこ

宮沢賢治学会イーハトーブセンター功労賞贈呈式は、９月２ で合わせたり、親子で「花は咲く」をピアノで連弾したほかデ ろ、３～４日で飛び回る蜂の数が激減した。その後１０日ぐ
２日に約１００名の出席者の下に、なはんプラザで行われ ィズニーソングを歌った。最後はイケメンの高橋さんがカラオ らいでまったく蜂が飛ばなくなったという。
た。贈呈式に先立ち、選考委員長から選考理由が述べられ、 ケで「北国の春」を歌った。その後はお食事タイムになり、食 この季節は蜂に刺されることが多い時期となっている。秋
そこで「板垣さんは、宮沢賢治の教え子であります板垣亮一 券を手にしながら、スタッフが用意したカレーうどんやフライ は蜂が攻撃的になるそうだ。家の軒下、生け垣や樹木などに
さんの子息でありますが、数十年に及んで宮沢賢治の顕彰に ドポテトの屋台に並んだ。このほか今回特別に串団子を提供し も巣を作っていることがある。また、黒い色のものに攻撃す
取り組まれました。特にも「賢治先生と石鳥谷の人々」や、 た八日市のパーラー高一さんもいて、会場ではテーブルを囲ん るらしいので、身につけるものにも気をつけたい。
「続・ 賢治先生と石鳥谷の人々」の著書発刊と賢治葛丸歌 で家族と一緒に楽しい昼食をとる光景が見られた。祭りの最後
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